
事 項 記 入 欄

計 画 の 区 分 研究科（研究科等連係課程実施基本組織）の名称変更

フ リ ガ ナ コクリツダイガクホウジン　ナガサキダイガク

設 置 者 国立大学法人　長崎大学

フ リ ガ ナ ナガサキダイガクダイガクイン

大 学 の 名 称 長崎大学大学院（Graduate school of Nagasaki University ）

名 称 変 更 の 内 容
「プラネタリーヘルス学環[Interfaculty Initiative in Planetary Health]」を「グローバルヘル
ス研究院[Interdisciplinary Graduate school of Global health]」に変更する。

名 称 変 更 の 時 期 令和８年１０月１日

新 名 称 の 対 象 年 次 第１年次

名 称 変 更 の 理 由

　本学は，人類と地球の抱える多様で相互に連関する問題群の解決に向けて，学際的にその知を結
集・創造し，国内外の諸機関等との連携をはかりつつ，プラネタリーヘルスの実現に貢献する世界的
“プラネタリーヘルス”教育研究拠点となることを目標に掲げ取り組んでいる。この目標を支える戦
略として，「グローバルヘルス」「グローバルリスク」「グローバルエコロジー」の３つの観点から
のアプローチを掲げている。また，教育の中核組織として「プラネタリーヘルス学環」（研究科等連
係課程）を令和４年度に設置し，本学環が本学の教育改革の原動力として位置付け，第１のプログラ
ムとして，世界的グローバルヘルス拠点の強みを活かした学位プログラム（Doctor of Public
Healthプログラム)を開設した。
　今後も本学環の中にグローバルヘルス分野以外の本学の強み・個性を活かした第２，第３の学位プ
ログラムを構築することを予定しており，学内組織として「プラネタリーヘルス学環」を標榜し，①
現プラネタリーヘルス学環を実際のプログラム内容に合わせて名称変更する「グローバルヘルス研究
院」と②令和８年度設置予定の「グローバルリスク研究院」を置くことにより，本学が掲げる目標及
びその達成に向けた取り組みを学内外により明瞭に示すため，名称変更を行う。
　なお，今回の名称変更は，２年次生，３年次生については名称変更前のプラネタリーヘルス学環の
学生として募集が行われた際に入学しており，各種適用規程他，在学中に所属する組織名を変更する
ことで混乱等を招く可能性があること，及び令和８年度に学内組織としてプラネタリーヘルス学環を
設置する予定であることを踏まえ，令和８年１０月に入学する１年次生からの適用とする。

在 校 生 へ の 対 応

　新名称は令和８年１０月入学生から適用し，現在の在校生については現状のプラネタリーヘルス学
環所属としたまま従来通りの教育を行うため，直接的な影響はないと考える。一連の動きについて
は，今後在校生に対して十分に周知・説明を行い，在校生が心配することなく学修に取り組める環境
を維持する。

名称変更の概要




